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営業外費用および特別損失の計上ならびに 

2025 年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、2025 年３月期通期決算において、営業外費用および特別損失を計上する見通しとなりました

のでお知らせいたします。また、2025 年３月 31 日開催の取締役会において、これらの影響ならびに、

最近の業績の動向等を踏まえ、2024 年４月 14 日に公表した 2025 年３月期（2024 年４月１日～2025 年

３月 31 日）の業績予想を修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上 

当社が保有する投資有価証券の一部について、取得価額に比べて実質価額が著しく低下し、発行会社

の財政状態や今後の見通しについて検討を行い、将来における資産性を評価した結果、当該有価証券を

減損処理し、2025 年３月期第４四半期において投資有価証券評価損を 1,090 百万円、特別損失に計上す

る見通しです。 

 

２． 営業外費用および特別損失の計上 

当社賃貸事業に関連する債権に対して営業外費用（賃貸契約損失引当金繰入額）99 百万円を計上する

見通しです。また、当社子会社株式および貸付金についての資産性を評価した結果、当該有価証券に関

する特別損失（関係会社株式評価損）を 188 百万円、貸付金に関する営業外費用（貸倒引当金繰入額）

を 22 百万円計上する見通しです。 

  



３． 当期の連結業績予想数値の修正（2024 年４月１日～2025 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰属する 

当 期 純 利 益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

前回発表予想( A ) 百万円 

40,850 

百万円 

4,690 

百万円 

4,800 

百万円 

3,310 

円 銭 

153.53 

今回修正予想( B ) 39,110 3,740 3,570 1,890 87.66 

増 減 額 ( B - A ) △1,740 △950 △1,230 △1,420 － 

増 減 率 ( % ) △4.26 △20.26 △25.63 △42.90 － 

（ご参考）前期実績 

(2024 年３月期) 
39,100 4,169 4,245 2,804 115.57 

 

４．通期業績予想の修正の理由 

2024 年４月 14 日に発表した通期連結業績予想（以下、前回予想値）につきましては、事業環境が概

ね回復基調に推移し、お客様の課題解決に資する当社製品の新規販売が拡大するとの前提で計画した

ものの、当連結会計年度においては、キット製品の販売数量が想定より不足したことなどにより売上

高は想定以上に落ち込み、前回予想値に対し 1,740 百万円減収の 39,110 百万円となる見通しです。こ

ちらは第３四半期に発生した年末年始の大型連休に備えた特需の反動が想定より長引いたこと、医療

機関を取り巻く状況の悪化、また、社内での構造改革における営業再編等に時間を要したことにも起

因しております。売上高の低迷に加え、円安による輸入材料の高騰や長期滞留品などの廃棄の実施及

び評価の見直しを積極的に実施し、棚卸資産評価損が発生した結果、当初想定より原価率が悪化した

ため、営業利益は前回予想値に対し、950 百万円減益の 3,740 百万円となる見通しです。 

また、上述の営業外費用および特別損失を反映し、経常利益は前回予想値に対し、1,230 百万円減益

の 3,570 百万円となり、親会社に帰属する当期純利益は前回予想値に対し、1,420 百万円減益の 1,890

百万円となります。 

 

５．今後の取り組み 

今後医療機関を取り巻く環境といたしましては、医薬品・医療材料・エネルギーコストの高騰によ

る経費の増加などにより、経営状況にとってより一層厳しい状況となることが想定されております。

一方で、こうした状況において手術室稼働率の改善や、働き方改革を踏まえての時間外労働の改善・

タスクシェアリング/シフティングを進めていく動きが積極化しており、当社が推進するプレミアムキ

ットやオペラマスターをご利用いただくことでその実現を図る事例も増えております。引き続き、こ

れら製品やサービスの価値訴求と拡販を通じて、医療の質の向上への寄与と業務負荷削減を両立さ

せ、深刻化する医療現場での人手不足や生産性低下、働き方改革をはじめとする顧客課題に対して取

り組んでまいります。 

今後も、2024 年７月 16 日に公表いたしました中期経営計画の達成に向け、持続的な成長を実現して

まいります。 

 

（注）上記予想は、本資料の発表日現在で入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績

は今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

以  上 


